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平成24年 2月 12日 (日〕
受付 午後12時から

松本市役所四賀支所ピナスホール

無料

◆日 程 12Ю01235 12501320

◆参加費

□講 師

松本市長 菅谷 昭 氏

14:50  15:00 16:20  16:30

◆記念講演

□演 題

「原子力災害における
放射線被ばくの長期的課題」

―チェルノブイリ原発事故医療支援の経験を通して一

■講師紹介■‐■■■|`|||||■■|||■■■ ■|‐
1信州大学1医学部卒1業後|1甲状腺疾1患の1専門1医として1活躍よ| ‐ |■■|‐ ■■■■|‐ |■■■■
■996年に信州‐大学病院を退職tlチニル′ブイリ原発事故被1災地の医療支援活動のた|め:|ベラ|

|― |レニシ共1和 1国11渡る:1首都ヽシスケの国立がんセン|ダ■|1高度汚1染1地域のゴメ|りの1州1立がんセ

|ンタ■等|で―小児申1状腺‐がん|の外‐科治1療を1中1心|に,1年半|の1医1療 1支援1活動を1行うた.「 ■|‐ |■■|■

■‐
‐
帰国後t2004年 111松本1市市‐長111就任:チエル′‐|フイリー原発事故の1現1状を踏ま|え|な|が |ら●NPO‐ |

|1法人|「チニルノ|プイリ医療基金」||の活動とと―も1=‐|さ ま|ざま|な提言を発し|ている:||‐■■■|
‐著書に Fチニルフブーイリ診療記J.(新潮‐文1庫)「チエルノブィリーいのち

―
の記録」(晶文社)

「子どもたちを放射能から守る|ために1.(車紀書房).等がある:■ |‐ ||■■■|‐■‐|‐ ■ |■
‐ ‐

※日程の詳細は裏面にあります。



超少子高齢化社会の進行、家庭内や地域住民の連帯意識の希薄化から派生した無縁社会

の出現など、福祉を取りまく環境は、ますます多様化・複雑化しています。さらには、東日本大

震災からの復興という喫驚の課題に直面し、想いをひとつに、できることから支援していくこと

が必要となっています。

このような時こそ、身近な人たちとの絆を大切にし、他人の痛みを感じ、いたわり合い助け合

つて、温かく、暮らしやすい社会にしていくことが求められています。

そこで本大会は、多年にわたり社会福祉向上のために尽力された方々の功績をたたえるととも

に、「無縁社会」から「絆社会」へ、互いに支え合う中で生きいきと生活できる福祉のまちづく

りを進めていくことを目的に開催いたします。
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◆ 午前 10時から福祉ひろばでひろばまつりがあります



お話し相手

住居の掃除

整理・整頓

出掛I■の付き添い

病院・お買物・金融機関ヘ

草rlJι l・ 草おしιI 高速バスやテマンドの

バス停までの送迎

生活必需品のお買物

食事づくιl

雪かき

「かかわらl券 冒枚500円」にて約 1時間お手伝いしきす

100円券もご利用できます r

ご諄出し・古新聞の片付I■・灯油入れなこ

ちょっこ□ったこき。・□ったここ 00をお手伝いしきす rf

<かかわιl隊お問合わせ先>

松本市社会福祉協議会口賀地区センター地域福祉係

TEL 64-3302   FAx 64-冒 冒30


